
坂田小学校の一年間

４月 入学式 ５月 修学旅行 ５月 春の遠足 ６月 サッカー大会

６月 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 ７月 七夕会 ７月 着衣水泳 ８月 野外教育活動

９月 運動会 10月 校外学習 10月 ｸﾞﾘｰﾝｺﾝｻｰﾄ 11月 坂田っ子大会

12月 持久走大会 ２月 学習発表会 ３月 卒業生を送る会 ３月 卒業式
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平成３１年度

学校要覧

愛知県稲沢市立坂田小学校

〒492-8454 愛知県稲沢市坂田町狐沢18番地

電 話 ０５８７－３６－０６２１

Ｆ Ａ Ｘ ０５８７－３６－０６７６

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ es-sakata@inazawa-aic.ed.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.inazawa-aic.ed.jp/esaks/



本校の教育目標
一人一人の個性の伸長を図り，知・徳・体の調和のとれた児童の育成を目指す。

○ 強 く 心身ともにたくましい子

進んで働き，責任を重んずる子

○ 正しく 正しく判断し，自ら進んで学習できる子

きまりを守り，協力できる子

○ 仲よく 人間や自然を大切にし，思いやりのある子

家庭や学校，郷土，祖国を愛する子

坂田小学校沿革
昭和49年４月 稲沢市立坂田小学校開校（児童数２２８名・学級数７・教職員数１５名），校章制定

７月 プール設置

昭和50年３月 校旗樹立，玄関石庭完成

文部省・県・中島地方教育事務協議会・稲沢市より道徳教育の研究委嘱を受ける。

昭和51年２月 校歌発表会開催

11月 道徳教育の研究成果の発表

昭和54年３月 屋内運動場竣工式
11月 坂田山完成

昭和55年９月 ＮＨＫ音楽コンクールで優良校受賞

昭和56年９月 国旗掲揚塔（三本式）完成

昭和58年３月 県知事，県教委より体力づくり優良校表彰

10月 開校１０周年記念事業開催

昭和59年11月 ＦＢＣ花壇コンクール優良校受賞

昭和63年２月 プール附属家屋改築，機械室等設置

平成４年８月 うさぎランド完成

平成５年10月 開校２０周年記念行事開催，ブロンズ像「はばたき」・「坂田の鐘」披露

平成８年６月 校長室・保健室・職員室等に冷房機器設置

平成９年２月 社会福祉協力校として，表彰を受ける

平成14年８月 新コンピュータ室完成，校内ＬＡＮ整備

平成15年11月 開校３０年記念行事開催

平成19年４月 稲沢市教育委員会から「特別支援教育体制推進事業」の委嘱を受ける

平成20年４月 稲沢市教育委員会より「小中連携事業」委嘱（千代田中・千代田小・坂田小）

平成21年10月 「小中連携事業」本発表会
平成22年７月～12月 校舎耐震工事

平成25年４月 稲沢市教育委員会より「多様な学習活動支援事業」の研究委託を受託（～２９年度）

平成26年２月 本年度より学習発表会・ミニ展覧会を実施

６月 南門路面舗装改良工事 11月 本年度より「休み時間の避難訓練」開始

平成27年12月 北館児童用トイレ改修(一部洋式化)工事完成により使用開始

平成28年４月 愛知県・稲沢市教育委員会より愛知県学校給食優良校の研究委嘱を受ける。（～２９年度）

稲沢市防災安全課より防災教育実践指定校の委嘱を受ける。（～２９年度）

平成30年１月 愛知県教育委員会より愛知県学校給食優良校の表彰を受ける。

11月 全国学校給食研究協議大会（兵庫県）で実践発表をする。

児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

男 １０ １２ ８ ７ １０ ８ ５５

女 ８ １０ ５ ６ １１ ７ ４７

計 １８ ２２ １３ １３ ２１ １５ １０２

平成３１年４月８日現在

本年度の経営方針
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた取り組みを通して，児童に生きる力を育

むことを目指すものとする。

ア 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るとともに，これらを活用して

課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成に努める。

イ 児童が互いのよさを認め合い，個性と能力を最大限に発揮できるよう，共感的

な人間関係づくりを目指した指導に努めるとともに，様々な交流活動の充実を図

る。

ウ 小規模校の利点を生かし，全職員で児童を見守り，情報を共有し合いながら児

童理解を深め，児童へのきめ細やかな指導と迅速な対応ができる体制づくりに努

める。

エ 安全に対する児童の意識を高め，事故等を未然に防止する態度と能力の育成に

努めるとともに，「安全で安心できる学校」を目指して家庭・地域・関係機関と

の連携を深める。

本年度の重点努力目標
ア 確かな学力の定着・向上
・ 基本的な学習習慣の定着を目指した指導の徹底
・ 各教科等での言語活動の充実
・ ＩＣＴ機器の活用による「分かりやすい」授業づくり
イ 豊かな心を育む教育の充実
・ ルール・マナーの定着と規範意識の向上
・ 道徳教育の充実と情報モラル・人権・福祉に関する指導の充実
・ 情操を高める図書の充実と潤いのある学校環境づくり
ウ いのちを大切にする教育の推進
・ いじめや問題行動の早期発見・早期対応
・ 危険予知トレーニング（ＫＹＴ）を導入した安全教育や防災教育に関する指
導の徹底

エ 特色ある教育活動の充実
・ 小中連携・異学年交流・地域交流等を取り込んだ教育活動の充実
・ 総合的な学習の時間における栽培活動を導入した食育の充実
・ 朝の読書・群読の取り組みの充実と，保護者やボランティアによる読み聞か
せの充実

オ 開かれた学校づくりの推進
・ 各種たより・ホームページ等による情報発信と，授業や学校行事の公開を通
した信頼関係の構築

・ 保護者の声・学校評議員等との懇談を生かした学校経営
カ 現職教育等の充実
・ 学び合いの姿勢を大切にした特別な教科「道徳」への取組の充実
・ 外国語（英語）の教科化やプログラミング教育への取組に努め，その充実に
向けた研修

キ 多忙化解消への取組
・ 愛知県教委，稲沢市教委の策定した「教員の多忙化解消プラン」の趣旨を踏
まえ，多忙化解消に努める。児童と向き合う時間を大切にし，諸会議や事務処
理の効率化


